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我孫子市では、手賀沼公園周辺を市の「交流拠点」に位置づけ、市の玄関口である我孫子駅

と手賀沼を結ぶ公園坂通りを、『歩きたくなるみち』をコンセプトに市のシンボルロードとして

整備・誘導していくこととしています。 

 これまでの「公園坂通り周辺地区まちづくり懇談会」での沿道の土地所有者や住民の皆さん

等との意見交換のなかで、公園坂通り周辺のこれからのまちづくりに、地区計画制度を活用す

ることを確認してきました。 

地区計画で定めるまちづくりのルールの検討にあたり、沿道の土地所有者や住民の皆さんを

はじめ広くご意見をいただくため、アンケートを実施しました。 

 

■実施期間：令和５年１月１３日から２月６日まで 

■回答方法：アンケート用紙に記入またはインターネット上の専用フォームへの入力 

■回答者数：３０１人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり懇談会の

ＨＰはこちらから 

１ 

♤ 公園坂通り周辺地区まちづくりアンケートの結果（概要）をお知らせします ♤ 

想定しているまちづくりの区域（2

ページの図参照）内にお住まいの方が

回答者の約 36％を占めています。ま

た、区域外にお住まいの方からも多く

のご意見をいただきました。 

回答者のうち83人の方が区域内に

土地をお持ちです。2ページ以降に掲

載している各設問の回答は、「回答者

全体（n=301）」と「土地所有者

（n=83）」ごとに集計しています。 

（約 36％） 



♧ ２．区域に相応しくない建物について ♧ 

都市計画法の『用途地域』に応じて建築可能な建物が定められています（公園坂通り沿道の

用途地域…近隣商業地域、第一種住居地域、第二種住居地域の３種類。各範囲は下図参照）。 

それぞれの用途地域の特性に応じつつ、公園坂通りの沿道に相応しい建物を誘導していくた

め、法律に上乗せして地区計画で立地を制限する必要がある建物についてご意見を伺いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我孫子駅 

 

公園坂通り 

 

手賀沼公園 

 

①沿道商業地区 

 (近隣商業地域) 
…手賀沼公園への導入地区で

あり、魅力やにぎわいをもた

らす健全な商業・業務地 

②沿道複合住宅地区 

(第一種住居地域) 
…戸建て住宅や共同住宅

の住環境に配慮しなが

ら、商業地区や公園周

辺とのにぎわいの連続

性のある複合住宅地区 

③公園沿道地区 

(第二種住居地域) 

…手賀沼公園の隣接地

区であり、魅力や 

にぎわいをもたらす

複合住宅地区 

 

…回答者全体、土地所有者ともに回答率 60％以上 

…回答者全体のみ回答率 60％以上 

※現行法で建築不可 

・風俗営業許可施設 

・パチンコ店 

・カラオケボックス 

・営業倉庫 

※現行法で建築不可 

・風俗営業許可施設 

・営業倉庫 

この地区に相応しくない（＝制限が必要） 

と回答した方の割合【複数選択可】 

全体的に、「風俗営業許可施設」、「パチンコ店」、「畜舎」、「葬儀場」、「環境悪化のおそれのある

工場」の立地を制限する必要があるとのご意見を多数いただきました。 

沿道商業地区の「カラオケボックス」と公園沿道地区の「自動車教習所」については、「回答者

全体」のみ 60％以上の方が立地を制限する必要があると回答しています。 

２ 



♡ ３．街並みづくりに関する建物や工作物のあり方について（１／２） ♡ 

地区計画で定められる街並みづくりに関する制限の必要性について、ご意見を伺いました。 

建物の壁面の位置 建物の高さ 敷地面積の最低限度 かき又はさくの構造 

    

歩行者への圧迫感を緩和

するため、建物の外壁の

位置を道路境界から離す

距離を定めるルール 

歩行者への圧迫感の緩和

と良好な街並みの形成の

ため、建物の高さの上限

を定めるルール 

敷地の狭小化を防ぎ、ゆ

とりある住環境を形成

するため、敷地面積の最

低限度を定めるルール 

歩行者への圧迫感の緩和

と倒壊による事故の防止

のため、かきや柵等の構

造を制限するルール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《制限が必要である》 

・開放的で風通しのよい

雰囲気作りが重要 

・視界が開けていると歩

いていて安心感がある 

《制限は必要ない》 

・公園坂通りの白山側は

崖地に隣接しており、

壁面後退は難しい 

・歩道の面積が広くなる

わけではなく、制限の

必要性を感じない 

《制限が必要である》 

・道路の日当たりが悪い

と、明るく穏やかな雰

囲気にならない 

・視界が広がり、のびの

びとした気分を感じ

られる 

《制限は必要ない》 

・建替えに制約がかかる 

・道路際から離れていれ

ば、建物が高くても圧

迫感は感じない 

《制限が必要である》 

・極小住宅が乱立すると、

ゆとりのない雰囲気に

なってしまう 

《制限は必要ない》 

・崖が多く面積の確保 

が難しい地区であり、

制限は地区の今後の発

展の支障を及ぼしかね

ない 

・効果が限定的である 

《制限が必要である》 

・ブロック塀は危険なの

で制限して欲しい 

・塀が高いと歩道をます

ます狭く感じる 

《制限は必要ない》 

・プライバシー保護の観

点から制限を設ける必

要は無い 

・制限ではなく、「協力」

依頼が現実的 

 

 

「制限が必要である」と回答した方の割合 

《 自由記述から抜粋した主な選択理由 》 

『かき又はさくの構造』は、「回答者全体」、「土地所有者」ともに 60％以上の方が制限の必要

があると回答しました。『建物の壁面の位置』については、「回答者全体」では 60％以上が制限の

必要があると回答していますが、「土地所有者」では 49％に留まり、傾向に違いが見られます。 
３ 

60％ 

40％ 

20％ 

0％ 



♢ ３．街並みづくりに関する建物や工作物のあり方について（２／２） ♢ 

建築物等の形態又はその
他の意匠 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好な街並みの形成のため、

建物の屋根・外壁の色彩や屋

外広告物の大きさ・色彩等の

制限を定めるルール 

 

 

 
４．現在想定しているまちづくりの区域の範囲について（自由記述） 

２ページの図の点線で囲んだ範囲を地区計画で定めたルールを適用する区域の案としてお示

しし、範囲の是非についてご意見を伺いました。 

「妥当。範囲としては、最低限でもあり、十分でもある」、「実現可能性を考えればこの範囲

でよい」など、案の範囲に賛成する旨のご意見を多数いただきました。また、「都市計画道路 手

賀沼公園・久寺家線の沿道も対象にすべき」など、複数の回答者の方から範囲の拡大について

ご提案をいただきました。 

 
５．その他、公園坂通りの沿道のまちづくりについて（自由記述） 

公園坂通りの歩行者の安全確保（歩道の整備、車両の一方通行化 など）をはじめ、無電柱化

や沿道の空き地・空き家対策、魅力ある店舗の誘致についてたくさんのご意見・ご要望をいた

だきました。市では、『歩きたくなるみち』の実現に向けて、引き続き一丸となって公園坂通り

及び周辺の魅力化や整備に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

☆ 公園坂通り周辺地区の地区計画の策定に関する今後の予定 ☆ 
 

地区計画の策定には、区域内の土地所有者の皆さんの概ね３分の２以上の同意を得る必要

があると考えています。 

市では、このたびのアンケートで 60％以上の方が「制限が必要である」と回答した項目

に具体的な数値基準を盛り込んだ地区計画の【素案】をとりまとめています。 

令和５年４月に、区域内の土地所有者の皆さんを対象とした地区計画の【素案】に関する

説明会を開催し、改めてご意見をお伺いする予定です。 
４ 

「制限が必要である」 

と回答した方の割合 

【制限すべき内容】 

「回答者全体」、「土地所有者」ともに 60％以上の方が制限の必要があると回答しました。「制

限が必要である」と回答した方にお尋ねした【制限すべき内容】については、市から提案した３

つの項目すべて、多くの方が制限すべきと回答しています。 

非自己用の広告物（貸看板） 


